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町名 世帯数 
総数 

計 
(人) 

男 
(人) 

女

(人) 

河原子 909 1,808 909 899 

東多賀 1,487 3,006 1,551 1,455 

学区計 2,396 4,814 2,460 2,354 

令和４年４月１日現在

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
月
年
度
の
年
初
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
日
頃
よ
り
、
皆
様
に
は
当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
及

　
　
　
　
　
　
　
　

び
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
し
、
絶
大
な
る
ご
支
援
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

４
月
の
総
会
は
、
２
年
ぶ
り
の
対
面
形
式
で
開
催
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
活
発

な
ご
意
見
・
審
議
を
経
て
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
い
よ
い
よ
令
和
４
年
度

の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。  

　

令
和
４
年
度
は
、
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
を
確
実
に
執
行
し
、
河
原
子
学
区

の
皆
様
が
楽
し
く
、
安
全
で
安
心
の
あ
る
暮
ら
し
を
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　

基
本
重
点
方
針
は
、
次
の
５
項
目
で
す
。

　
　

①　

10
年
後
を
見
据
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
展
開
と
推
進

　
　
　

・
市
コ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る　

　
　
　

・
コ
ミ
推
委
員
会
別
、
中
期(

５
年
間)

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　
　

②　

若
年
層
の
意
見
を
反
映
し
た
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

　
　
　

・
河
原
子
ブ
ラ
ン
ド
化
と
転
入
者
の
増
を
目
指
す

　
　

③　

多
賀
駅
周
辺
開
発
事
業
へ
参
画
し
、
河
原
子
地
区
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

　
　
　
　

に
繋
が
る
提
案
の
実
施

　
　

④　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
前
提
と
し
た
事
業
運
営

　
　

⑤　

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
の
確
実
な
実
施

　

総
会
の
中
で
提
案
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
良
く
検
討
し
今
後
の
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終

わ
り
、コ
ロ
ナ
感
染
症
も
多
少
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
か
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
本
年
度
は
、
５
月
に
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
で
き
、
良
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
身
近
な
問
題
・
課
題
に
関
し
、
ご
意
見
を
提
案
い
た
だ
き
・
検
討
し
、

更
な
る
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
反
映
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
積
極
的

な
ご
提
案
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
　
鈴
木
東
男
会
長
　
挨
拶

町内会名 町内会長 町内会名 町内会長 町内会名 町内会長 町内会名 町内会長 

馬場の内親睦会 阿 部 浩 造 

 

 

 

 

新地第６ 益 子 喜 雄  東多賀2睦会 

 

千 種 薫 富士山 菅野謙治 

馬場の内東 川 上 三 雄 

 

新地第８ 木名瀬秀雄 

 

向陽台 鈴 木 敬 二 弁天第２ 横山浩昭 

田名保下 大 内 真 一 新地第１０ 

 

小 澤 俊 幸 朝日後 永 田 好 文 東那智山第2 仲田次男 

後谷東 長 山 敬 行 田名保仲 白 土 弘 道 吉五郎台 大 内 誠 那智山団地 磯 茂 雄 

後谷西 早 見 昭 一 新宿上第３ 白 土 照 明 日向会 梅 原 郁 夫 那智山住宅 斎藤雅雄 

東町 日向寺勝男 新宿下 大 内 喜 克 むつみ会 山岸きみ子 太子谷 岡部光明 

塙町 梅 原 秀 雄 鶴引 山 足 公 也 光仁第 1 市 川 文 久 太子南 鈴 木 学 

北浜町 山﨑富美江 馬場の内２ 友 部 利 雄 ときわ会 鈴木トシ子 太子堂第１ 樫村年保 

本浜町 友 部 佳 俊 敷島 八 幡 勝 義 東多賀３丁目中 鈴 木 信 那智山第1 

 

益子洋一 

南浜町 川 上 正 男 本塚田川 冨 岡 幸 一 光仁東 白 土 正 孝 那智山第2 

 

酒 井 一 

鶴ヶ塙 鈴 木 章 子 梶沢東 樫 村 馨 東多賀十七 馬 目 稔 すみれ 須 永 弘 

 新地第１ 吉 田 肇 馬場内第１ 宮 本 朝 夫 睦 

 

菊 池 聡 泉町仲区 飛 田 稔 

新地第４ 佐藤八重子 馬場の内 尾 沼 信 義 横町 根 本 司 弁天第１ 鈴木洋子 

新地第５ 栗 田 正 信 朝日前 佐 藤 絹 子 光仁第 4 薄 井 政 雄   

 ★令和４年度　町内会長の皆様★ （敬称略）

南浜海岸 小田部一彦
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５
月
17
日(
火)

第
12
回
河
原
子
学
区
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
日
立
高
鈴
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い

て
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
新
ペ
リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
、
各
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
日
頃
の
腕
前
を
発
揮
し
薄
井
哲
氏
が
優
勝

し
ま
し
た
。
飛
び
賞
他
、
全
員
に
参
加
賞
が
配
ら

れ
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
学
区
内
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
継
続
し
て
行
き
た
い
競
技
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
広
い
世
代
の
ご
参
加
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
28
日(

土)

午
前
８
時
か
ら
一
斉
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
河
原
子
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会
の
常
任
委
員
27
名
、
お
や
じ
の
会
４
名
、
河

原
子
地
区
・
東
多
賀
地
区
・
地
域
の
参
加
者
256
名
、

合
計
287
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
路
脇

の
除
草
や
ゴ
ミ
拾
い
、
大
川
、
塚
田
川
の
除
草
、

汚
泥
の
除
去
等
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。　

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

地
域
全
体
が
綺
麗
に
な
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
、
10
月
８
日(

土)

に
秋
の
一
斉
清
掃
も

行
う
こ
と
が
決
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

夏
の
一
斉
清
掃

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方

　

６
月
20
日
（
月
）
日
立
市
民
教
授
、
神
定
祐
亮
氏
を
お
招

き
し
、
河
原
子
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

淹
れ
方
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
河
原
子
学
区
の
地
域
住

民
の
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
気
の
教
室
で
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
は
、
産
地
、
加
工
法
、
焙
煎
方
法
に
よ
り
、
風

味
の
違
い
が
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
利
き
酒
な

ら
ぬ
利
き
コ
ー
ヒ
ー
で
、
ア
フ
リ
カ
産
、
ア
ジ
ア
産
、
中
南

米
産
の
３
種
類
の
コ
ー
ヒ
ー
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
味

の
違
い
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
の
基
本
で
あ
る

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
を
学
び
、
喫
茶
店
河
原
子
の
マ
ス
タ
ー
に

な
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
皆
様
方
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
せ
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
の
実
演

綺麗になりました綺麗になりました

塚　田　川塚　田　川

３種類のコーヒー３種類のコーヒー

参加者の皆様参加者の皆様

優勝の薄井様優勝の薄井様
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令
和
４
年
度
の
環
境
美
化
委
員
会
は
９
名
の
委

員
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、

①　

年
２
回
の
一
斉
清
掃
お
よ
び
回
収
作
業
。

②　

大
川
を
守
る
会
の
運
営
。

③　

年
間
を
通
じ
て
の
朝
日
町
の
花
壇
整
備
。

④　

11
月
に
開
催
さ
れ
る
学
区
パ
レ
ー
ド
の
実
施
。

⑤　

年
４
回
の
再
生
資
源
の
回
収
。

　

そ
の
他
、
日
立
市
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
不
法
投
棄

監
視
委
員
５
名
に
よ
る
月
２
回
の
不
法
投
棄
監
視

お
よ
び
廃
棄
物
の
撤
去
や
違
反
広
告
物
の
撤
去
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
環
境
美
化
委
員
会
は
、
地
域
の
皆
様
が

愛
で
る
美
し
い
清
々
し
い
町
づ
く
り
を
目
標
に
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

河
原
子
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
で
開
催
さ
れ
る
お
も

ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
親
子
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が

多
い
市
内
で
も
人
気
の
事
業
で
す
。

秘
訣
は
、

①　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
子
ど
も
を
育
て
た
経
験
豊
富
な
方
々

　

が
多
く
て
頼
り
に
な
り
ま
す
。

②　

常
に
子
供
目
線
で
、
あ
た
た
か
く
子
供
た
ち
を
迎
え
入

　

れ
て
く
れ
ま
す
。

③　

保
護
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
子
育
て
の
困
り
ご
と
な

　

ど
を
親
切
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

④　

み
ん
な
が
安
心
・
安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
に
、
全
て
の

　

お
も
ち
ゃ
を
毎
回
消
毒
し
、
室
内
の
換
気
等
、
環
境
を
常

　

に
意
識
し
て
い
ま
す
。

⑤　

季
節
の
行
事
、
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
寸
劇
な
ど
イ

　

ベ
ン
ト
を
多
用
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
市
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
か
わ
ら
ご
お
も
ち
ゃ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
せ
。

そ
ば
打
ち
教
室

お
も
ち
ゃ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ボランティアの皆さん

楽しい手遊び

環
境
・
美
化
委
員
会
紹
介

５月26日一斉清掃

環境美化委員メンバー環境美化委員メンバー

５月26日一斉清掃

　

新
常
任
委
員
研
修
会
が
５
月
13
日(

金)

に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

①
　
薄
井　

澄
夫　
　

総
務
委
員
会

②
　
岩
渕　

正
美　
　

総
務
委
員
会

③
　
菊
地　

健
次　
　

環
境
美
化
委
員
会

④　

阿
部　

浩
造　
　

環
境
美
化
委
員
会

⑤　

池
田　
　

満 　

 

文
化
体
育
委
員
会

⑥
　
友
部
美
津
子　
　

文
化
体
育
委
員
会

⑦
　
濱　
　

高
廣　
　

防
犯
・
防
災
委
員
会

⑧　

助
川　

雅
弘　
　

地
域
福
祉
委
員
会

　

以
上
８
名
が
令
和
４
年
度
新
常
任
委
員
と
な
り

ま
し
た
。
河
原
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の
今
年

度
方
向
性
の
説
明
が
鈴
木
会
長
よ
り
あ
り
、
各
委

員
長
よ
り
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
８
名
と

も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
河
原
子
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会
一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

 

新
常
任
委
員
研
修

新常任委員研修新常任委員研修
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あ
る
言
葉
を
、
変
形
し
た
平
仮
名
だ
け
を
用
い
て

書
い
て
あ
り
、覚
悟
と
い
う
漢
字
に
見
え
ま
す
よ
ね
。

　

挑
戦
に
関
係
し
た
六
文
字
の
言
葉
で
す
。
さ
て
、

何
と
書
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。答
え
は
次
号
で
す
。

　

前
号
の
頭
の
体
操
②
の

答
え
は
「
き
め
た
ら
や
れ
」

で
し
た
。

　

１
５
６
２
年
（
永
禄
５
）
相
馬
中
村
（
福
島
県
相

馬
市
）」
の
城
主
相
馬
盛
胤
が
多
賀
郡
に
侵
入
し
、

郡
内
の
城
や
館
を
す
べ
て
打
ち
破
り
、
大
沼
ま
で
兵

を
進
め
ま
し
た
。

　

佐
竹
氏
は
、各
地
の
家
来
た
ち
を
石
名
坂
に
集
め
、

兵
を
三
手
に
わ
け
て
相
馬
軍
を
攻
撃
し
ま
し
た
。
先

陣
の
坂
上
36
騎
が
、相
馬
軍
を
不
意
打
ち
し
た
た
め
、

相
馬
軍
は
、
孫
沢
原
（
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
多
賀
事
業
所
内
）
ま
で
退
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
佐
竹
軍
の
激
し
い

攻
撃
を
受
け
た
相
馬
軍
は
、
多
く
の
討
死
者
を
だ
し

て
退
却
し
ま
し
た
。こ
の
人
た
ち
を
埋
葬
し
た
墓
が
、

む
か
し
河
原
子
町
内
に
あ
っ
た
四
ツ
塚
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

参
考
資
料　

郷
土
日
立　

日
立
市
教
育
委
員
会

頭
の
体
操
⑵

①　

石
が
飛
ん
で
き
て
イ
ガ
メ
ガ(

も
う
少
し
で)

マ
ナ
グ(

眼)

を
つ
ぶ
し
ハ
ゴ
ッ
タ(

そ
う
に
な
っ

た)

。

　

運
良
く
ヨ
ゲ
テ(

か
わ
し
て)

エ
ェ
ヒ
ク
ッ
タ

(

助
か
っ
た)

。

②　

ト
ン
ダ(

と
ん
で
も
な
い)

エ
～
マ
チ(

過
ち
・

怪
我)

し
た
も
ん
だ
。

河
原
子
の
方
言
⑶

河
原
子
の
歴
史
⑶
中
世
時
代
編

頭
の
体
操
⑶

要害クラブ敷地内に

移設された四ツ塚の供養碑

　

多
賀
駅
前
交
番
扱
い
の
主
要
犯
罪
発
生
状
況
を
、

令
和
３
年
度
交
番
全
体
・
学
区
内
・
２
年
度
交
番

全
体
・
学
区
内
に
分
け
て
表
に
示
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
主
要

　
犯
罪
発
生
状
況

主要犯罪 

令和３年度 令和２年度 

交番 

全体 
学区内 

交番 

全体 
学区内 

車上狙い 2 0 12 10 

自動車盗 2 1 0 0 

自転車盗 20 6 17 8 

侵入窃盗 1 0 2 1 

空き巣 7 1 11 3 

万引き 12 0 20 1 

ニセ電話詐欺 1 0 4 0 

 

　

令
和
２
年
度
に
比
べ
、
発
生
件
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
自
転
車
盗
が
多
い
状
況

で
、
市
全
体
の
58
件
に
対
し
て
約
10
％
と
な
っ
て

お
り
対
策
の
徹
底
が
必
要
で
す
。
ま
た
空
き
巣
、

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
防
犯
意
識

を
高
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。

 (

日
立
地
区
防
犯
協
会
資
料
よ
り
集
計)

多賀駅前交番扱い
主要犯罪件数

要害クラブ敷地内に

移設された四ツ塚の供養碑



（5）　第107号 令和４年７月20日河原子学区コミュニティ推進会会報

月 主な行事予定 主催委員会 日程

８月 三世代ラジオ体操と海岸清掃 文化・体育委員会 ８月４日

河原子花火大会予定 交流センター ８月６日

学区再生資源回収② 環境・美化委員会 ９月11日

敬老会 地域・福祉委員会 中止

第３回グランドゴルフ大会 総務委員会 ９月13日

１０月 再発見ウォーク 文化・体育委員会 10月１日

秋の一斉清掃 環境・美化委員会 10月８日

学区祭り 地域・福祉委員会 中止

交流センター避難訓練 交流センター 10月17日

１１月 河原子学区防災訓練 防犯・防災委員会 11月５日

学区パレード 環境・美化委員会 11月12日

三世代レクレーション 文化・体育委員会 11月12日

手打ちそば教室 総務委員会 11月26日

１２月 学区再生資源回収③ 環境・美化委員会 12月４日

学区 ４コートゲーム 文化・体育委員会 12月17日

１月 賀詞交歓会 総務委員会 １月14日

手作り味噌教室 総務委員会 １月21日

２月 三世代輪投げ大会 文化・体育委員会 ２月４日

手打ちうどん教室 総務委員会 ２月18日

３月 学区再生資源回収④ 環境・美化委員会 ３月５日

※ 学区祭りは３０年振りに外装工事を行うため中止としました。
※ 敬老会は中止となりましたが、地域振興券を配布いたします。
※ コロナ感染等々で変更する場合もあります。

９月

今
年
度
の
主
な
行
事
予
定

　

缶
詰
に
含
ま
れ
る
オ
イ
ル
が
簡
易
的
な
ラ
ン
プ
の
材
料

に
な
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
特
に
ツ
ナ
缶
は
油
分
が

多
く
、
簡
単
に
火
を
つ
け
や
す
い
で
す
。（
ノ
ン
オ
イ
ル

は
不
可
）
被
災
生
活
が
始
ま
る
前
に
、
実
際
に
「
ど
れ
く

ら
い
の
油
で
火
が
燃
え
続
け
る
の
か
」
な
ど
を
確
認
し
て

お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
で
す
。
そ
こ
で
、
ツ

ナ
缶
の
フ
タ
を
少
し
だ
け
開
け
、
芯
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使

う
方
法
で
実
験
し
ま
し
た
。
芯
の
先
端
ま
で
十
分
に
オ
イ

ル
が
浸
透
（
オ
イ
ル
が
浸
透
し
す
ぎ
る
と
着
火
し
づ
ら
い

で
す
）
し
た
と
こ
ろ
を
見
計
ら
い
ラ
イ
タ
ー
で
着
火
し
て

み
る
と
、 【
ポ
ッ
】と
火
が
つ
き
ま
し
た
！
（
約
50
分
間
点

灯
）
使
用
後
の
ツ
ナ
缶
の
中
身
は
、
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
ラ
ン
プ
作
成
及
び
取
り
扱
い
は
大
人
の
方

が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
く
れ
ぐ
れ
も
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ナ
缶
が
簡
易
的
な
ラ
ン
プ
に
変
身

防
災
士
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

準備するもの

ツナ缶ランプ
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回収品目：段ボール、新聞紙、雑誌類、紙パック類の４品目

回収場所：河原子交流センター車庫内（車で乗り付け可）

えー！ゴミが私たちのお金に？びっくりな事実です。

再生資源は毎月の指定された回収日に出しましょう。

回収日以外いつもで、交流センターに持ち込めます。

交流センター休館日を除き、自由にいつでも時間内に持ち込めます。

 

。・*・。・*・。・*・。・*・。・ *・。・*・。

 

第 3 駐車場 

回
収
場
所

◆こちらは24時間回収しております。

※ペットボトル、紙箱類、食用油、小物家電

（交流センター休館日を除く）

再生資源は地元に出しましょう！

段ボール 新聞紙 本、雑誌類

紙パック
玄
　
関

ご自宅の再生資源が

河原子学区コミュニティ推進会の活動を支えます‼
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